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人材採用・入社後活躍のエン・ジャパン株式会社（本社:東京都新宿区、代表取締役社⻑:鈴⽊孝⼆）は、エ
ン・ジャパンが顧客企業に提供している新人研修を受講した2015年度の新入社員388名を対象に、企業が求
める特性や能⼒を持つ人材を短時間で簡単に⾒極められる適性テスト『3E-IP』（ http://jinji-test.en-
japan.com/ ）を実施。その結果を元に、今年の新人傾向や昨年からの変化、育成のポイントをまとめまし
た。以下、概要をご報告します。

今年の新入社員は「スマート家電型」
データや合理性重視のエコなデジタルネイティブ世代

―オリジナルの適性検査から新人傾向を発表―

2015年度の新入社員 傾向
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【スマート家電型の特徴】

ように微妙な感情を即座に表現するコミュニケーションの特性上、自分の意志をはっきりと
伝える機会も多い。

さまざまな社会環境の変化を経験しているので、変化への耐
性や適応⼒の⾼さが特徴。デジタルネイティブ世代でもあ
り、得られる情報量が多く、直感よりも多角的なデータ・情
報をもとに判断することが多い。室内環境や使用電⼒量など
を分析して「家事・家計のムダを削減するスマート家電」の
ようなタイプといえる。物事を考える際は、自発的にアイデ
アを⽣み出すのではなく、事実やデータをもとに論理にか
なっているか意識する傾向がある。ゼロからイチを主体的に
⽣み出すことは不得意で、⼤きな変化は好まない。弊害とし
て「やらない言い訳」を考え出すことが上手だったり、仕事
の理由や背景をきちんと説明しないと理解が出来なかったり
ということが挙げられる。

周囲からの⾒られ⽅や評価を気にする傾向から、自分をどう
相手に⾒せるかという能⼒に⻑けている。ネットやSNSのコ
ミュニケーションにも慣れているので、文章だけで相手の感
情や真意を読み取ることも得意。LINEにおけるスタンプの

働く際は「この仕事が社会の何に役⽴っているのか」を重視するが、今までにない新しいものを
作り出すような起業家精神は弱い。私⽣活を⼤事にする姿勢は崩さないながらも、困難な課題に
取り組む意欲は⾼いので、明確に⽅針を提示して実直に取り組む姿勢に期待したい。
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2015年度の新入社員が育ってきた時代背景
1992年⽣まれが⼤多数を占める2015年入社の新人たち。人⽣の節目ごとに直面してきた事象か
ら「92年⽣まれの悲劇」とも呼ばれている。バブル崩壊が進む1992年に誕⽣し、⼩学校4年⽣で
ゆとり教育がスタート。⾼校入学直後にはリーマンショックが発⽣し、その影響から⾼校卒業時
（2011年）の求人倍率は過去最低を記録した。東日本⼤震災の発⽣により、入学式が中止となっ
た⼤学も。晴れの舞台である⾼校の入学式を爆弾低気圧が襲い、成人式では⼤雪になるなど天気
に恵まれなかったという声もある。激しい社会の荒波をすでに経験している今年の新入社員だ
が、コミュニケーションツールの変化も節目ごとに経験している。

2014年度から2015年度における新人傾向の変化
●主体性、意志伝達⼒が上昇
昨年はみずから積極的に物事を進める「主体性」や自分の意志を明確に伝える「意志伝達⼒」の
低下が⾒られたが、今年の新人では再び上昇。自分らしさを増進する教育や、自己表現するため
のツールも増え、自分の言葉で伝える⼒が⾼まっていると考えられる。

●協調性、対人調和⼒、人付き合いのストレス耐性が低下
相手の気持ちを推し量り、周囲と協調して仕事を進めて⾏く能⼒は、主体性の上昇に伴って総じ
て低下が⾒られた。SNSの普及により、気心が知れた昔からの人間関係を⼤人になっても継続で
きるため、新たな人間関係構築に苦手意識がある可能性が考えられる。ただし、状況に応じて感
じの良さを表現する「タレントマインド」や周囲からの⾒られ⽅を気にする「評価・評判へのス
トレス耐性」に関する数値に変化はないため、「嫌われたくない」という意識は依然として存
在。⾼校⽣の頃からTwitterが一般的なツールで、何かミスを起こすと一瞬で拡散して永遠にネッ
ト上から消せないという怖さを実感。慎重に空気を読む傾向にある。

●決断性が上昇
分からないことをすぐに調べることができ、即レスを求め・求められる文化にいたため、迷いな
く判断をする思い切りの良さを示す「決断性」が上昇。危惧される現象としては、自身の将来に
とってプラスにならないと感じることはすぐに辞めたり、いつ役に⽴つのか⾒えづらいものへの
対応は遅くなったりするような⾏動に反映される可能性がある。

＜ 主なコミュニケーションツールの変化 ＞
▼誕⽣（1992年）：ポケベル普及、翌年からダイヤルアップ接続開始

この年、初めて共働き世帯が専業主婦世帯を上回る
▼⼩学校入学（1999年）：iモードが流⾏
▼中学校入学（2005年）：個人情報保護法施⾏により、学校の連絡網が廃止

個人ブログやSNSが流⾏
※当時、13〜19歳のインターネット普及率は93.9％に到達
▼⾼校入学（2008年）：iPhone販売開始、Twitterが日本でのサービス提供開始
▼⼤学入学（2011年）：LINEがサービス提供開始、
※総務省 「通信利用動向調査」より
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2015年度の新入社員 育成ポイント

（ 1 ）指導は具体的に背景も含めて説明を
指導や指摘をする際は、具体的な経験談や事例を提示しないと響かない可能性が⼤。ネットに落
ちている情報とリアルなビジネスは違う、と実感させるためにも、今学んでいることは「どうい
う場面」で「なぜ必要なのか」をきちんと具体的に伝えることが重要と言える。⼩学校4年⽣の時
にインターネットの普及率が人⼝の半分を超え、欲しい情報は即座に獲得できることが当たり前
の2015年入社組。新人研修で指導されるビジネスマナーや職場で求められる⾏動は、既に知って
いるという態度も散⾒された。

（ 2 ）仕事の意義を丁寧に伝える
この仕事が「誰に対して」「どう役に⽴っているのか」を具体的に伝えたり考えさせたりして、
自己効⼒感（※）を⾼めるサポートが必要。日本的な文化であった「背中で⾒せる」「阿吽の呼
吸」ではなく、曖昧なニュアンスもLINEのスタンプ同様にきちんと明示する必要がある。キャリ
アの指向は「社会奉仕」の数値がもっとも⾼く、具体的で目に⾒える社会貢献の実感を仕事に求
める傾向がある。だが、仕事を始めたばかりの頃は、誰かに感謝される経験は積みづらいもの。
仕事の意義も⾒出しにくい。そこで先輩や上司からのサポートが必要なのだ。東日本⼤震災が
きっかけとなって「社会貢献」の重要性が⾒直され、多くの⼤学⽣がボランティア活動を⾏った
ものの、貢献の実感が直接的に得られにくい「献⾎」を⾏なう若者は減少している。

※スタンフォード⼤学教授の心理学者アルバート・バンデューラ⽒が提唱した概念。外界の事柄に対し、自分が何らかの
働きかけをすることが可能であるという感覚で、「自分ならできる」といったセルフイメージにつながるもの。

（ 3 ）賞賛は即レスで
新人が起こした⾏動に対して、その場で褒め、その場で問題解決することが信頼構築には必要。
⼤学入学と共にLINEが一気に普及した今年の新人。コミュニケーションは「即レス」が基本とな
るため、職場でも即レスを求めることがある。ただし、指摘をする際は注意を。「自由な発想」
「個性を⼤切に」と掲げるゆとり教育を受けて、理不尽な指導は受けずにきた2015年入社組。ガ
ツンと言われると、すぐにポキッと折れてしまう可能性がある。出来ない自分を⾒せたくないあ
まりに⾼すぎる目標設定を避け、何か指摘をされる前にリスクヘッジすることも。
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※○で囲まれた箇所は、統計的に5%の有意水準で違いが認められました。

このタイプを指導・育成する時のポイントや、『3E-IPテスト』についてご興味がある⽅は広報までお問い合わせください。

<調査概要>
実施時期：2014年／2014年4月、2015年／2015年4月
対象：エン・ジャパンが提供している新人研修を受講した企業の新入社員

2014年／2014年4月入社の396名、 2015年／ 2015年4月入社の新卒社員388名
検査⽅法：知能＋性格・価値観テスト『3E-IP』

2010年からの累計導入社数4000社、50万人以上が受検した、
短い検査時間で「求められる人財」を発⾒し、⾒極められるテストです。『3E-IP』

知能＋性格・価値観テスト『3E-IP』2015年度新入社員受験結果詳細
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